
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
  

  
   

  
  

   
  

  
   

  
  

  
  

   
  

  
   

  
  

  
   

  
  

   
  

  
   

  
  

  
  

   
  

  
   

  
  

  
   

  
  

   
  

  
   

  
  

  
  

   
  

  
  

 
  

  
  

   
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

                       

第 55号 2019年 11月 責任者 金田 繁司 

素
晴
ら
し
い
献
立
表
（
メ
ニ
ュ
ー
）
が 

で
き
ま
し
た
。 

 

当
会
は
会
発
足
以
来
十
四
年
が
経
ち
ま
す
が
、
毎

年
四
十
回
以
上
、
調
理
実
習
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

通
算
五
百
回
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
今
回
、「
健
康
を

育
て
る
会
、
流
山
」
が
、
こ
の
十
四
年
間
に
亘
り
実

践
し
て
き
た
調
理
の
集
大
成
と
も
言
え
る
献
立
表
を

作
成
し
ま
し
た
。 

 

献
立
表
の
特
徴
は 

一
、 

健
康
を
支
え
る
栄
養
学
の
理
論
に
立
脚
し
た
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
調
理
内
容
と
な
っ
て
い

る
こ
と
。 

二
、 

高
価
な
食
材
で
な
く
、
誰
も
が
馴
染
み
や
す
い

手
に
入
り
や
す
い
食
材
を
使
っ
て
い
る
こ
と
。 

三
、 

豊
富
な
実
践
経
験
を
活
か
し
て
、
毎
日
の
家
庭

料
理
と
し
て
実
用
的
な
作
り
や
す
い
料
理
内
容

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 

 

栄
養
素
の
整
っ
た
料
理
を
作
る
に
は
、
各
種
の
食

材
の
組
み
合
わ
せ
が
大
切
で
す
。
単
品
の
食
材
を
食

べ
る
だ
け
で
は
十
分
な
栄
養
を
吸
収
す
る
こ
と
は
殆

ど
不
可
能
で
、
色
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
是
非
こ
の
献
立
表
を
ご
活
用
下
さ
い
。 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

健
康
を
育
て
る
会 

流
山 

 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

 

金
田 

繁
司  

       
 

健康は自分で育てる 

「正しい食生活」が健康を生み出し、「誤った食生活」が病気を招きます。 

  病気はおこるべきして起こり、治るべくして治る 

なぜ、病気になるのか？ 

 人はなぜ、病気になるのか。その原因を見極めたうえで予防の道を示したいと考え、私は医師の中 

でもとりわけ患者の側から治療を検討できる立場にある麻酔医を選びました。臨床の場で多くの患者と 

出会ってきましたが、そこで明らかとなったことは、“心と栄養”のいずれか、もしくは両方に問題の 

ある場合、病気は成立するという事実でした。ほとんどの人は、栄養の過不足が問題となっていました。 

 昔から「貧しい人ほど病気になる」といわれてきましたが、現代でも、食事に無関心の人々は貧しい 

食生活をしており、多くの病に倒れていることがわかりました。特に、蛋白質不足による感染症から引

き起こされた心臓弁膜症で苦しむ女性たちの姿に心が痛みました。 

 最近はこのような患者は激減していますが、先天性の奇形やリュウマチ、アレルギー疾患、糖尿病、 

高血圧、がん等々、栄養の取り方の悪い人々はあいかわらず多く、数多くの病気を招いています。 

健康保持の仕方を誰も教えていないのですから、当然といえば当然の現象です。 

私は医者として、人々が自然治癒力を最大限発揮できる食生活、すなわち「正しい食生活」の実践を

提唱してきました。自らの自然治癒力をベースに、病気を予防し、たとえ病気になっても速やかに回復

出来るようにするため、その日常生活と食事のデーターを分析し、健康へと導くアドバイスを続けて 

います。 

       「正しい食生活でつくる健康」医師 佐藤和子著書より 







こ
れ
か
ら
の
予
定 

 

新
年
会 

運
気
ア
ッ
プ
の
バ
ス
の
旅 

日
時 

令
和
２
年
１
月
17
日
（
八
時
出
発
） 

参
加
費 

 

四
千
円 

参
加
人
数 

四
十
九
人 

申
し
込
み 

０
８
０
－
５
６
４
３
－
２
７
７
９ 

今
年
は
日
本
全
国
が
厳
し
い
１
年
で
し
た
。 

新
年
を
迎
え
運
気
ア
ッ
プ
お
お
た
か
の
森
西
口
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
8
時
出
発
～
酒
列
磯
前
神
社
で

運
気
～
明
太
子
工
場
見
学
～
那
珂
湊
で
海
鮮
丼
・

お
買
い
物
～
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見
学
～
お
お
た

か
の
森
西
口
解
散 

（
申
込
み
は
電
話
に
て
先
着
順
で
受
付
ま
す
） 

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ 

パ
パ
・
マ
マ
は
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
・
・
・
・ 

お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

日
時 

令
和
１
年
12
月
22
日
（
日
）
9
時
45
分 

 

場
所 

南
流
山
セ
ン
タ
ー
2
階 

参
加
費 

親
子
一
組 

一
千
参
百
円 

 
 

 

ご
参
加
下
さ
い
（
申
込
み
が
必
要
で
す
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０
５
６
４
３
２
７
７
９ 

佐
藤
和
子
先
生
講
演
会 

 
 
 

令
和
二
年
四
月
十
八
日
（
土
曜
日
） 

  

佐
藤
先
生
の
講
演
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す 

こ
の
日
は
予
定
を
入
れ
な
い
で
、
是
非
、
講
演
会 

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
年
は
早
い
も
の
で
す
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ 

て
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
御
協
力
を
い
た 

だ
い
て
、
無
事
に
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
終
え
る
こ 

と
出
来
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

す
こ
し
早
い
で
す
が 

良
い
年
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
員
一
同 

 

令和２年 1月～4月  予定表     

  調  理  実  習 講 習 会 試 食 会 

実施場所 初石公民館 北部公民館 南流山センター 中央公民館 東部公民館 

１月 
    

16日（木） 24日（金） 

2月 7日（金） 25日（水） 4日（火） 21日（金） 20日初石（木） 28日（金） 

3月 6日（金） 24日（火） 10日（火）  13日（金） 119日（木） 27日（金） 

4月 3日（金） 28日（火） 14日（火） 17日（金） 16日（木） 24日（金） 

上記の調理実習と講習会は 10時に開始いたします。＊２月２０日講習会初石公民館に変更です。 

東部公民館の試食会は 12時に会食といたします。いずれも遅れないようにご配慮下さい。 

ご確認の上お申し込みいただきますよう御願いいたします。   連絡先 080-5643-2779 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の調理実習と講習会は１０時に開始いたします。 

東部公民館の試食会は１２時に会食といたします。いずれも遅れないようにご配慮下さい。 

東部公民館予約日は変更になる場合があります。ご確認の上お申し込みいただくようお願いいたします。 

連絡先 080-5643-2779 


